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財務・非財務ハイライトハイライト
FDKグループは、1950年にマンガン乾電池の製造・販売からスタートして以来、電池材料に様々な工夫を加え、
電池材料で培った技術を活かし電子部品・モジュール事業に進出し、「スマートエナジーパートナー」として、環
境影響を十分に考慮し、持続可能な社会の実現と発展に貢献しています。
また近年では「誇れる会社、大切な人にすすめたい職場」、「働きがい」をキーワードに人的資本経営を積極的に
展開し、多様な人材の登用や教育制度の進化などに取り組み、「人材価値の強化」「働きがい改革」「働く環境改
革」に注力しています。
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営業利益(左軸 )　　
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財務情報

売上高（連結） 営業利益（連結）／営業利益率 経常利益 女性幹部比率

当期純利益率 ROIC 海外売上比率

非財務情報

1.9 ％

72.1 76.0

73.9 77.1

％

男女賃金差異*1

1.4
％ ％

2021年度
202２年度

2021年度 202２年度

全労働者

正規雇用労働者 パート・有期労働者

3.7 10.3
2021年度

202２年度 　　20,000

30,000円

2021年度

202２年度

2.2 2.42
2021年度

202２年度

男性育休取得率*2 1人当たり教育研修費用 障がい者雇用率

CO2排出量

79.8 73.4

％％

＊1「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」（平成27年法律第64号）の規定にもとづき算
出しています。

＊2「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律」（平成３年法律第76号）の規定にもとづき、「育児休業、介護休業等育児又は家
族介護を行う労働者の福祉に関する法律施行規則」（平成３年労働省令第25号）第71条の４第１号における育児休業等の取得割合を算出したものであります。

109 FDK GROUP SUSTAINABILITY REPORT 2023FDK GROUP SUSTAINABILITY REPORT 2023




